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９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」で
す

げ
す
い
ど
う
通
信

下
水
道
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

下水道使用料を改定します 今回の料金改定について
　秩父市下水道事業は、施設の老朽化に伴う改築更
新費用の増大や人口減少等による使用料収入の減少
など、さまざまな課題に直面しています。令和２年
に平均改定率29％の下水道使用料改定を行ったもの
の、依然として市税を財源とする一般会計繰入金に
より事業を維持しており、独立採算による健全な経
営を目指す必要がありました。
　また、現状の料金設定は、工場や病院、温泉施設
などの多量使用者の負担割合が比較的大きい点や、
２か月で20㎥まではどれだけ使っても定額である点
が、公平性の観点から問題視されていました。
　今回の改定では、多量使用者に関わる従量使用料
単価の改定率を軽減することや、使用量に応じて金
額が変動する仕組みに変えることで、使用者間の公
平性の確保に重点を置いた改定を行っています。
　今後も費用の削減と適正な財源の確保に努めると
同時に、経済情勢等の変化に対応した料金制度とな
るよう、市民の皆さまのご意見を幅広く参考にした
見直しを適時行います。
下水道施設の老朽化対策
　令和７年１月に八潮市で発生した大規模な道路陥
没事故は、下水道管の破損に起因すると見られてお
り、同時に、全国の下水道事業が危機的状況にある
ことが多く報道されました。
　秩父市内の下水道管路２１４㎞のうち、耐用年数を
超過した管路は約65㎞、全体の約31％を占めていま
す。今後も年々増加する見込みであり、老朽化対策
を一層強化する必要があります。
　今後も市では、施設の経過年数や管径を考慮した
優先度に基づき、施設の点検調査と改築工事を計画
的に行い、強

きょう

靭
じん

で持続可能な下水道の構築に努めて
いきます。私たちの命と暮らしを守る大切な下水道
を将来にわたり維持していくため、秩父市下水道事
業に対するご理解とご協力をお願いします。
１下水道課☎２５－５２１８

　下表のとおり、下水道使用料の改定を行います。
改定時期　11月１日から改定されます。ただし、改
定日をまたいで継続利用の方については、下記の月
から新料金が請求されます。
【奇数月検針の方】令和９年２月分から
【偶数月検針の方】令和９年３月分から

台
風
前
に
日
ご
ろ
の
備
え
を

　
雨
水
桝
や
側
溝
等

に
ご
み
や
落
葉
な
ど

が
た
ま
る
と
、
雨
水

が
流
れ
に
く
く
な
り
水
害
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
大
雨
に
備
え
、
日
頃
か
ら
家

の
周
り
に
あ
る
側
溝
や
雨
水
桝
な
ど
の

清
掃
・
点
検
等
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
道
路
冠
水
時
に
マ
ン
ホ
ー
ル

や
汚
水
桝
の
ふ
た
が
浮
き
上
が
り
、
外

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
下
水
道
課
☎
25

－

５
２
１
８

　
下
水
道
は
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
都
市
施
設
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
下
水
道
の
役
割
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
下

水
道
セ
ン
タ
ー
の
施
設
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

と　
き
　
９
月
６
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
（
１
時
間
程
度
）

２
・
１
８
月
31
日
㈪
17
時
ま
で
に
、
参

加
者
氏
名
等
を
下
水
道
セ
ン
タ
ー
（
☎

22

－

１
４
５
１
）
へ
※
先
着
20
名
程
度

種類 区分 使　用　料
現行 改定後 差額

一般用

基本使用料 905円 1,175円 270円
従量使用料（1㎥につき）

0㎥を超え  10㎥まで 0円 10円 10円
10㎥を超え  20㎥まで 105円 130円 25円
20㎥を超え  30㎥まで 115円 140円 25円
30㎥を超え  50㎥まで 135円 150円 15円
50㎥を超え 100㎥まで 155円 170円 15円

100㎥を超え 200㎥まで 180円 190円 10円
200㎥を超え 500㎥まで 195円 210円 15円
500㎥を超える分 205円 220円 15円

公 衆
浴場用

基本使用料 6,500円 6,500円 0円
従量使用料（1㎥につき）

300㎥を超える分 40円 40円 0円

新旧料金表比較

使用水量別新旧料金比較

１か月（税抜き）

１か月（税抜き）

※公衆浴場用に変更はありません。

汚水排水量 現行 改定後 差額
0㎥ 905円 1,175円 270円

10㎥ 905円 1,275円 370円
20㎥ 1,955円 2,575円 620円
50㎥ 5,805円 6,975円 1,170円

100㎥ 13,555円 15,475円 1,920円
200㎥ 31,555円 34,475円 2,920円
500㎥ 90,055円 97,475円 7,420円

1,000㎥ 192,555円 207,475円 14,920円



2026.８3

「災害時等の施設利用に関する協定」
　を締結しました

タウンミーティングを開催します

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、
各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。

　市は、６月２日に、株式
会社むさしの（大野原）と、
災害発生時や災害の恐れが
ある場合における「むさし
の会館」および「セレスむ
さしの」の施設利用に関する協定を締結しました。

【協力内容】
⑴災害時に施設を一時的な避難場所として利用
⑵�一般避難所の収容人数が超過した場合において避
難所として利用
⑶避難者の受け入れのための支援
⑷施設の厨房設備等の利用
　この協定により、避難場所の確保をはじめ、市の
災害対応に協力していただけることとなりました。
１危機管理課☎２２－２２０６

と　き　８月22日㈯15時～
ところ　市役所本庁舎３階庁議室
テーマ　防災・防犯
２不要。詳細はＣをご覧ください。
１秘書広報課☎２２－２５０５

　
山
中
氏
は
、
登
山
者
等
へ
の
安
全
登

山
お
よ
び
自
然
環
境
へ
の
啓
発
活
動
の

実
施
と
と
も
に
、
登
山
道
の
整
備
な
ど
、

登
山
者
の
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
環
境
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
ど
り
の
日
」

自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰

山中　五郎 氏
（大滝）

秩
父
に
新
風
。

秩
父
に
新
風
。

私
は
、
市
役
所
の
最
も
大
切
な
役
割

の
一
つ
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人

の
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
挑
戦
や
活
躍

を
後
押
し
す
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

以
前
、
私
が
大
変
感
銘
を
受
け
た
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
ま
ち
は
、

人
が
、
そ
の
尊
厳
を
獲
得
し
て
い
く
場

所
で
あ
る
。」
と
い
う
も
の
で
す
。

尊
厳
と
は
、
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
の
こ
と
で
す
。

人
は
、
ま
ち
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

出
会
い
、
多
く
の
経
験
を
重
ね
な
が
ら
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。
こ
の
言
葉
に
出
会
っ
た
と
き
、

な
ぜ
、
人
間
に
と
っ
て
、
ま
ち
が
必
要

な
の
か
、
と
い
う
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

本
質
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
力
が
、

秩
父
市
の
未
来
を
つ
く
る

秩
父
市
長
　
清
野
　
和
彦

こ
の
考
え
方
は
、
私
が
掲
げ
る
「
ち

ち
ぶ
新
時
代
政
策 

三
本
の
矢
」
の
一

つ
で
あ
る
「
市
民
の
皆
さ
ま
と
将
来
に

開
か
れ
た
市
政
」の
根
幹
に
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
若

者
ミ
ラ
イ
会
議
」
や
「
秩
父
市
ふ
る
さ

と
応
援
団
」、
そ
し
て
昨
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
る「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

も
、こ
の
考
え
方
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
役
割
は
、
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
主
体
と
な
っ

て
地
域
の
未
来
を
考
え
、
行
動
し
、
そ

の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
大
切
な
使
命

で
す
。
行
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
挑

戦
に
寄
り
添
い
、
そ
の
一
歩
を
後
押
し

す
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ

れ
か
ら
の
時
代
は
、
市
役
所
だ
け
で
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
ま
す
ま

す
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
主
体
的
に
地
域

に
関
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
で

き
る
仕
組
み
を
築
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
挑
戦
を
支
え
る
こ

と
は
、
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
支
え
る

こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
一
人
一
人
が
地
域
の
中
で
輝
き
、

そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

秩
父
市
の
未
来
を
切
り
拓
く
大
き
な
原

動
力
に
な
る
と
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

よ
り
活
発
に
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
秩
父
市
と
な
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　広く地域を支えるボランティア活動や社会に貢献
する活動に対し、市長から感謝状が贈られました。
被贈呈者は次の方々です。（順不同・敬称略）
　　嶋﨑正代佳　新田　浩士　新井　鉄男
　　逸見　咲子　宮谷　　忍　浅見　明美
　　浅見　貞夫　平沼　文男　小櫃　倍美
　　飯塚しげ子　邊見ひさえ　新井　勝一
　　町田　清子　本多　君江　小池　武夫
　　新井　善二　山中　孝行　
１総務課☎２２－２２５１

秩父市ボランティア感謝状を贈呈しました
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

「秩父市公共施設広告事業提案制度」
を始めます

市の施設に広告を掲載しませんか？給
水
装
置
工
事
助
成
金
の
ご
案
内

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座

　この制度は事業者の方からの提案に基づき、秩父市
が所有する公共施設に広告を掲載していただくものです。
　次のとおり、第１回の募集を行います。皆さまの創
意工夫に富んだ提案をお待ちしています。
募集期間　９月１日㈫～30日㈬
提案の提出方法　資産マネジメント課へ直接または郵
送（〒３６８－８６８６　秩父市熊木町８－15）にて必要書類
を提出（郵送の場合、締切日当日の消印まで有効）
詳細は市Ｃをご覧ください。
１資産マネジメント課☎２２－２２０８
３s-management@city.chichibu.lg.jp

「
認
知
症
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
認
知
症
は
初
期
か
ら
適
切
な
支
援
を

行
う
こ
と
で
症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
早
期
発
見
・
早

期
対
応
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人

の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
専
門
職
に
よ
る

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
に
関
す
る
悩

み
や
不
安
を
こ
の
機
会
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

専
門
職
に
聞
く
認
知
症
相
談
会

と　
き
　
９
月
18
日
㈮
13
時
30
分
～
15

時
30
分

と
こ
ろ
　
秩
父
図
書
館
２
階
講
座
室
２

定　
員
　
３
組
　
※
要
事
前
予
約
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

２
８
月
18
日
㈫
～
９
月
11
日
㈮
ま
で
に

秩
父
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

２
５
８
２
）
へ

ほ
っ
と
安
心
！
も
の
忘
れ
相
談
室

　「
最
近
、
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
」、「
家

族
の
様
子
が
以
前
と
違
う
」
と
不
安
を

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

支
援
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
、
地
域
の
方
か
ら

の
相
談
も
大
歓
迎
で
す
。
当
日
は
、
市

立
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
に
よ

る
相
談
や
、
簡
単
に
で
き
る
【
も
の
忘

れ
チ
ェ
ッ
ク
会
】
も
同
時
実
施
し
ま
す
。

　
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
、

こ
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
専
用
相
談
電
話
に
よ
る

相
談
を
実
施
し
ま
す
（
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
）。

と　
き
　
８
月
28
日
㈮
～
９
月
３
日
㈭

８
時
30
分
～
19
時
（
８
月
29
日
㈯
・
30

日
㈰
は
10
時
～
17
時
）

専
用
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

１
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
４
８
‐
８
５
１
‐
１
０
０
０

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

池
田 

和
美 

氏
（
熊
木
町
）、
小
池 

正し
ょ
う

一い
ち 

氏
（
大
野
原
）
が
７
月
１
日
付
け

で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
人
権
啓
発
用
の
ビ
デ
オ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
総
務
課
☎
22

－

２
２
５
１

　
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
水
道
局
で

は
、
漏
水
予
防
と
有
収
率
の
向
上
を
目

指
し
、
各
個
人
が
埋
設
し
た
既
設
給
水

管
の
修
理
費
用
を
助
成
す
る
制
度
を
、

９
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
度
末
ま
で
の

期
限
付
き
で
実
施
し
ま
す
。

助
成
対
象
　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
本
管

ま
で
の
給
水
管
の
布
設
替
え
や
メ
ー

タ
ー
の
移
設
工
事
等

助
成
上
限
額
　
１
件
10
万
円

申
請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
「
水
道
だ
よ
り
夏
号
」
ま
た
は
組

合
水
道
局
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
水
道
局

工
務
課
☎
25

－

５
２
２
２

と　
き
　
９
月
５
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー

ル定　
員
　
１
５
０
人

テ
ー
マ
　
江
戸
時
代
の
才
人
　
平
賀
源

内
と
秩
父
の
関
わ
り

講　
師
　
吉
田 

健
一 

氏
（
秩
父
ま
る

ご
と
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
上
席
推

進
員
）

参
加
費
　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※�

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
の
レ
ポ
ー
ト

集
・
講
義
録
を
生
涯
学
習
課
に
て
販

売
中

１
生
涯
学
習
課
☎
22

－

０
４
２
０

と　
き
　
９
月
18
日
㈮
13
時
30
分
～
15

時
30
分
（
予
約
不
要
）

と
こ
ろ
　
秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

認
知
症
に
関
す
る
本
や
資
料
の
展
示

　
９
月
21
日
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
に
合
わ
せ
、
図
書
館
司
書
お
す
す

め
の
本
の
紹
介
や
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
関
す
る
地
域

の
支
援
情
報
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

と　
き
　
10
月
16
日
㈮
ま
で

と
こ
ろ
　
秩
父
図
書
館
１
階

１
秩
父
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22

－

２
５
８
２

企業版ふるさと納税によるご寄附をいただきました
　ご寄附をいただいた企業様をご紹介します。誠にあ
りがとうございました。
未来のための結婚・出産・子育ての希望をかなえる事
業のために
▶６月４日、株式会社sinsaから
▶６月10日、株式会社Hajimariから

｢

こ
ど
も
の
人
権
相
談｣

強
化
週
間
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